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86th般 社団法人日本歯車工業
規格事業
・tSOfn格のJts化

・JIS規格の制 定・改 定作業

・品 質維持 ,向 上
・国際標準 化機構(ISO)参 画

国際交流事業
・海外視察団派遣

・海外団体ζの交流会

_A 本

『国内の歯車業界を支えるJGMAの 三大事業』

『歯車製造便覧』

歯車製造最新技術,材 料,熱 処理,

加工法,測 定等,規 格,　DVD

教育事業
・ギヤカレッジの運営

・若手技術者研修会

・優良企業の見学会

・技術講演会の実施

農熾 編 鮪 鞭 、。,入。、。、凱 羅
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〒105-0011

東京都港区芝公園3-5-8

機械振興会館208

一 般社団法人 日本歯車工業会 様

〒103-8548東 京 都中央区日本橋小網町14-1

(住生日本橋小網町ビル)

株式会社 日刊工業新聞社 本社

TELO3-5644-706S

創 日刊工業新聞社
(登録 番号汀4010001025355

2024年9月 税込合計金額 220,000円
※特に記載が無い場合、有効期限は発行日から1か 月

本紙広告/10月8日 付/半3段 モノクロ

歯車産業特集
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小計200,000円

消費税20,000円

合 計220,000円

(内訳)10%対 象額200・000円
消費税20・000円

8%対 象額0円
消費税o円
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ミズホギヤ株式会社

㊥ 〒46声0845名 吉屋 市珊 穂区 河崖 一丁目2番5号
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卓越 した技術と製品を以って皆様のご要望にお応えします
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・マ スタ ー ギヤ ・マ イ クロギ ヤ ・フ ェ ース ギ ヤ ・ボ ブカ ッタ ・ピ ニオ ン カ ッタ

特別な仕様についてもお答えいたします.別 途、お問合せください.
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東京都港区芝公園3-5-8

機械振興会館208

一般 社団法人日本歯車工業会 様

〒103-8548東 京都 中央区日本橋小網町14-1

(住生日本橋小網町ビル)

株 式会社 日刊工業新聞社 本社

TEL:03-5644-706S

緻 日刊工業新聞社
(登録 番号}T4010001025355

2024年9月 税込合計金額 110,000円
X特 に記載が無い場合、有効期限は発行日から1か 月

本紙広告/lO月8日 付

3段1/4モ ノクロ(歯 車産業特集)
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小計100,000円

消費税10,000円

合 計110,000円

(内 訳)10%対 象 額100・000円

消費税 ユ0,000円

8%対 象 額0円

消費税o円


